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施設・ 設備の概要※

[居室 ]

[設備等]        ~
保育室 3室 (O歳児・ 1歳児・ 2歳児)
沐浴設備、調理室、事務室、更衣室
子ども用 トイレ 1、 大人用 トイレ 1

様式 1
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【受番施設・事業所情報】
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【理念・基本方針】

【企業理念】
子どもたちには、健やかで笑顔のたえなしヽ子どもに育って欲ししヽ
【法人理念】
子育てによろこびを 社会に新ししヽ風を 笑顔あ応、れる子どもが住む
地球のために
【保育理念】
保育で一番大切 (大事)なのは、何よりも「愛情」である
・子どもの末来のために
～愛情をもって子どもの気持ちを受け止め、寄り添う保育～
・保護者の笑顔のために
～子どもの成長を一緒に喜び、保護者に寄り添しヽサポート～
【保育力針】
・保護者が安!bして子どもを託せ、就労できるように支援に努める。
・子ども一人ひとりが安bした生活ができるように援助する。
・感性を磨き、子どもの司能性をヨ|き出す環境づくりを行う。
・様泉な保育ニーズに柔軟に対応できる体制を整える。
【保育目標】
・健やかで笑顔が絶えなしヽ子ども
・ 自ので考え最後までやりぬく子ども
・豊かな感受性と倉」造力を持つた子ども
・反だろを思しヽやり人との繋がりを大切にする子ども
・ 白劣の思しヽを表現できる子ども

未来の

【施設・事業所の特徴的な取組】

○実費徴収をしてしヽなしヽ
・保護者の負担を少しでも減らし、多くの子どもが園を利用できるようにす
るため、実費徴収をしてしヽなしヽ

○給食代をもらってしヽない
。保護者の負担を少しでも減らし、美味しい給食を提供するため、給食代を
もらってしヽなしヽ。

○保育時間が長しヽ
・朝早くから夜遅くまで仕事がある保護者が利用できるようにするため、
保育時間を長く設定してしヽる。

【評価機関情報】   '
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【総評】

◆評価機関総合コメント
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◆特に評価の高い点

・姉妹園、特に大阪市内の3園の連繋が良く、年2回相亘に視察して、評価シートによる
他園からの評価を参者にし、また、姉妹園と互しヽの保育状況をビデオに撮って共有し、保
育の改善や専門性の向上に活かしてしヽる。

・各指導計画に「評価・反省」欄を設けて振り返り、年2回の「施設の自己評価」表によ
るABCD評 価と意見 。改善案の抽出、半期毎の「保育者の自己評価」シートによるAB
CD評価と配慮点・課題の抽出など、PDCAサ イクルを重視して保育の質の向上を図っ
ている。

・保護者の1国人懇談会と保護者会を実施し、年度末には利用者満足に関する保護者アン
ケートを実施して具体的な良しヽ点・悪しヽ点を把握し、今後に向けての課題・目標を見出
て改善に取り組んでいる。

・有給休暇は、職員の希望も積極的に取り入れてほとんど消化し、所定勤務時間内に効率
的に業務を進めて時間外労働は無く、ワークライフバランスが取れてしヽる。

・園庭は無しヽが、園の前で水遊びができるスペースもあり、国内もきれいに整備されてい
る。保育がスムーズに展開できるように園運営の情報を確実に関係者に明示して、抜け落
ちてしまわないように運営してしヽる。

◆改善を求められる点

・園の活動領域全般につしヽて、実施状況が評価できるように、数値目標や具体的内容を設
定した中長期の事業計画と収支計画を策定することを望む。

・保育園の社会的な責務と貢献の一環として、実習生やボランティアの受け入れについ
て、受け入れ姿勢を明確にし、マニュアルなどの作成や担当者の設定と指導など、受け入
れ体制を整備して取り組むことを望む。

・地域の行事への参加や、高齢者・子どもとの交流、避難罰|1練への参加など、子どもと地
上或との交流の輪を広げることを期待する。また、保育園に関連する地i或の福祉エーズなど
の把握に努め、特に地域の子育て相談や子育て支援に取り組むことを望む。

・□頭による伝達のみで保育が進められている部のが多々見られるが、記録を丁寧に行つ
て保育の連続性を保ち、より良しヽ保育を継続することを望む。

◆第二者評価結果に対する施設・事業所のコメント

ご指i商頂いたところを男直し改善してしヽきたいと思います。ありがとうございました。

◆第二者評価結果

・局」紙「第三者評価結果」を参照



<別紙>

第二者評価結果

評価対象 I 福祉サービスの基本方針と組織

I-1-(1)理念、基本万針が確立 。周知されている。

I-1-(1)一① 理念、基本力針が明文化され周知が図られている。

(コメント)

・企業理念・法人理念・保育理念・保育方針・保育目標は、ホームページ・パン
フレット・「利用のてびき」・事業計画・全体的な計画に記載してしヽるが、どれ
にもその一吉Bのみの記朝に止まっており、全てを統一的に記載することを望む。
・園のコンセプト「共に感じ学び 成長する」をホームページ。「利用のてび
き」に記載して周知してしヽる。
・理念などは、年度末のミーテイングで職員に周知して理解を深め、保護者には
ホームページ・ノ将ンフレット・利用のて

ず葛F周
知しているが、日玄関や事務所にも掲示してさらに周知することを期待

I-2-(1)経営環境の変化等に適切に対応してしヽる。

I-2-(1)「①  屋
業経営をとりまく環境と経営‖犬

(コメント)

・法人では、月 1回の経営会議で社会福祉事業の動向や地域の保育ニーズにつしヽ

重冒響窓奎扇指き晨!昌7香話奮震塞裂署豪雪誓望浮ぞ桑巻e誓寓客F事把予当
園の園児の推移や保育コストは、法人に月次報告して共有している。

増唇墾整客見響貿留炉
祉計画の文書を得て共有しており、特にO歳児の受け入れ

I-2-(1)～②  経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めてしヽる。

(コメント)

・月 1回の園長会議で、要員体制の確立や園児確保のための保育サービスの展開
につしヽて共有してしヽる。その内容は職員に報告して共有し、取り組みを進めてしヽ
る。また、本部担当者が役員に経営状況の報告を月2回行って共有してしヽる。

め幸顧留Fの
課題は4月にO歳児を入れることであり、本部と連携して改善に努



I-3事業計画の策定

I-3-(1)中 。長期的なビジョンと計画が明確にされてしヽる。

I-3-(1)一① 中。長期的なビジョンを明確にした計画が策定されてしヽる。

(コメント)
・法人・園とも、中長期の事業計画と収支計画を策定していない。
。今後は、園の活動領域全般につしヽて、実施状況が評価できるように、数値目標
や具体的内容を設定した中長期の事業計画と収支計画を策定することを望む。

I-3-(1)一②  中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

(コメント)

・各園の単年度事業計画を取りまとめて法人の単年度事業計画としてしヽる。
・園の単年度事業計画に|よ、保育理念・保育目標・運営力針 。保育力針・危機管
理・地域交流などの項目につしヽて記載し、行事・食育 。研修の各年間計画を添付
してしヽる。また局」途、保育指導 。保健・防犯災書・避難訓練 。収支の各年間計画
も策定してしヽる。
・今後は、保育内容 。保護者支援・設備なども含めた全ての活動分野につしヽて、
今後策定されるであろう中長期的なビジョンと連携した具体的な単年度事業計画
を策定することを期待する。

1-3-(2)事業計画が適切に策定されてしヽる。

I-3-像 )一① 涙 稲ン率秀
定と実施状況の把握や評価・見直し力粗 織白旬に行わ
1解してしヽる。

(コメント)

・単年度事業計画は、職員会議で前年度の反省点・改善点を話し合って園長が立
案し、大阪市内3園の園長が話し合って調整し、他の付属計画は園長が中心に
なって立案してしヽる。職員には、保育指導・行事・避難司|1練の各年間計画を配付
し周知してしヽる。
。今後|よ、園の中長期計画や付属計画もできるだけ多くの職員が参画して策定
し、各計画を全職員に配付して周知徹底することを望む。

I-3-(2)一②  事業計画は、保護者等に周矢□され、理解を促してしヽる。

(コメント)

・入園説明会で、重要事項説明書や「利用のてびき」を基に、主な事業内容を説
明してしヽる。また、年間行事計画表を保護者に配付して周知してしヽる。
。今後は、事業計画中の子どもや保護者に関1系する内容 (保育内容・設備・保護
者支援など)を分かり易く説明した資料を作成して保護者に配布すると共に、ま
た事業計画を園内に置しヽて開示し、保護者に周知することを期待する。



I-4福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

I-4-(1)質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われてしヽる。

I-4-(1)一①  保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能してしヽる。

・年間指導計画に「自己評価」欄を、月案・週案・イロ局」指導計画に「評価・反
省」欄を設け、PDCAサ イクルに基づしヽて保育の質の向上を図っている。
・年2回「施設の自己評価」表を用いて、施設全体目標を設定し、9分野41頂
目につしヽてABCD評 価と劣野毎の意見・改善案を記入し、職員間で話し合って
改善に活かしてしヽる。
・姉妹園を年 2回視察して、評価シートによる他園からの評価を参考にし、ま
た、姉妹園と互しヽの保育状況をビデオに撮って共有して、良しヽ部のを参考にした
り、自園の保育を評価してもらって、保育の改善や専門性の向上に努めてしヽる。
・年度末に保護者アンケートを実施し、良い点・悪しヽ点を記入してもらって評
価・改善に活かしてしヽる。

(コメント)

して取組むべき課題を明確にし、計I-4-(1)→②

(コメント)

・各指導計画の評価・反省や、姉妹園による自園の評価、保護者アンケートでの
意見などを基に職員会議で話し合しヽ、改善策を□頭や連絡ノートで共有し取り組
んでしヽる。
・職員の年2回の自己評価や、年2回の「施設の自己評価」を職員間で共有し
て、良しヽ点は継続し、悪しヽ点は改善するよう努めてしヽる。
。現在の課題は、新型コロナウイルス感染対策の強化や子どもへの言葉遣しヽの改
善などで、実効が上がるよう鋭意取り組んでしヽる。

評価対象耳組織の運営管理

管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ-1-(1)管理者の責任が明確にされてしヽる。

正-1-(1)一①  旧
長は、自らの役書」と責任を職員 |こ対して表明し理解を図って

(コメント)

・園長業務 (主な役書」)と職層局」の業務内容を策定しているが、それぞれ 1部の
業務に止まっており、また、園長自らの役書」につしヽて職員に□頭で知らせてしヽ
る。今後は、さらに詳細な業務内容表を策定し、職員に配付して周知することを
期待する。
・有事における園長不在時の代行者は専門リーダーとし、各マニュアルに記載し
て職員に周知している。

エー1-(1)一②  遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行つてしヽる。

・園長は、就業規則などにつしヽての本吉Bでの勉強会に参加してしヽるが、遵守すべ

(コメント) 
直蒼違獲己増遷咎事宋誓径塔5東偏茎吊践er彊巻盆虐騨修種嬰昂しそ鐘経奄製
め、職員会議などで職員に周知することを望む。



Ⅱ-1-(2)管理者のリーダーシップが発揮されてしヽる。

。経営の改善は主に法人が統括しており、園では定員の充足や経費の肖」減 。有効
活用などに関わってしヽる。
・園長は、職員と面談して働くことの難しさや要望などを間き取り、本部と連携

(コメント) して改善や実現を図ってしヽる。また、職員の要望を間しヽてシフトや休みを工夫
し、働き易しヽ職場環境となるよう留意してしヽる。
・園内にパソコン2台とタブレット2台を設置して法人ともネットワーク化し、
保護者のスマホにも連絡アプリを設定して業務効率を上げてしヽる。

正-1-(2)一① 遅
育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮してしヽ

(コメント)

。当園は小規模保育園であることもあり、園長|よ日常的に保育に関わり、職員と
一緒になって保育の質の向上に取り組んでしヽる。
・月 1回の職員会議 (昼のミーテイング)で、各職員が保育につしヽて意見を出し
合しヽ、良しヽことはすぐに実践してしヽる。その結果をFDl員間で評価し合しヽ、不具合
があればその都度改善するよう努めてしヽる。
・園長|よ、食事につしヽて職員と日泉話し合しヽ、また、給食調査書・献立確認表を
基にした本部での給食会議に参加して、食事の改善に努めてしヽる。

E-1-(2)一② ま
営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮してしヽ

=-2福
祉人材の確保・育成

二-2-(1)福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されてしヽる。

エー2-(1)一①
要な福祉人材 に関する具体的
取組が実施されてしヽる。

・園の「保育施設規則」中に規定してしヽる「職員の職種・員数」に沿って、ホー
ムページや人材紹介サイトで募集して人材を確保し、人員体制を整えてしヽる。

(コメント) :う 2日辱塀り東讐じ夏響室信じ
者に、担当業務を教えて育成に努めてしヽる。
ノた働き力に努め、職員の定着を図ってしヽる。ま

た、定着を促進するために、短時間勤務から正社員へ転換できる制度もあるが、
当園での実績はまだ無しヽ。

Ⅱ-2-(1)一②  総合的な人事管理が行われてしヽる。

(コメント)

・保育理念や運営力針に、職員に求められる姿を明示し周知してしヽる。
・就業規則や、服務・賃金・退職金 。キャリアパス・育児介護休業などの各規定
を整備して、

｀
人事管理を行ってしヽる。

。10の職位を設定し、「キャリアパス規定」に基づしヽて処遇改善に向けた評価

ふ干蟹旨種描経な害桑里鰹暑霊譜Uた異蜃磐察覇謹壇塞吊事雷蓄密客晶るり畳。



El― 2-(2)職員の就業状況に配慮がなされてしヽる。

E-2-(2)一① 隅
就業】犬況や意向を把握し、働きやすしヽ職場づくりに取組ん

a

(コメント)
!三母暑号旨最5民昌ヨ昌畳昏骨呂昂督最

書昌暑雪磐醤岳寓る,暑

烏母暑景醤景
父ぶ塩只し旱属畳套融塞垂嵩格姦響昌磐塙目諾些繋

本鼎己『贈響塚客誓喬昌親とおぁ塑晏天とをぞお喬宅‖、目安
施して

iほとんど消化
「間外労働は無

1談に応じてしヽ
|とを職員に周

・
各園の課題を

正-2-(3)職員の質の向上に向けた体制が確立されてしヽる。

正-2-(3)―① Pct員一人ひとりの育成に向けた取組を行ってしヽる。 a

(コメント)

・半期毎の「保育者の自己評価」シートを活用し、4の野 (教育・保育計画、子
どもとの関り、保護者との関り、保育室の環境)の 18項目につしヽてABCD評
価を行つている。また、劣野毎に配慮点 。課題と園長評価を記入し、半期目標の
反省・評価・課題と園長評価も記入し、園長が職員と|□局」に面談して目標の達成
度を確認して育成を図ってしヽる。
・園長には、本部管理職が面談して目標や力針を話し合しヽ、都度進捗状況を確認
している。

Ⅱ-2-(3)一②
‖ン 鄭 踊 t州後

関する昼不万針や計画が策定され、教育・
a

・採用条件やキャリアアップ表の中に、職員に求められる資格・スキル・能力を
明示してしヽる。

(コメント) 味む薯嬰係9署科畠房奮指暮憲F研
修計画を作成し、園の要請と職員の希望をカロ
応急手当普及員の資格を有する園長が、1断肺蘇

生法を指導している。
・参加者の研修報告を基に年度末に評価・見直しを行って、次年度の計画を立案
してしヽる。

Ⅱ-2-(3)―③  職員一人ひとりの教育 。研修の機会が確保されてしヽる。
     |

。大阪市主催のキャリアアップ研1シ (保育の職務の野別研1シ)に、
員が参加している。
・外部研修の案内は職員に回覧して、できるだけ希望を取り入れ、

(コメント) 
重壇Eぞ‖十営声

もらってしヽる。外部研1シヘの参加は勤務扱いとし、

葺含22醤8そ」唇,響
病雰F磐覆|まF渠坐嬉橘皇層磐謂移産嬰盟

-2-(4)実習生等の福祉サービスに関わる専門Fctの研1グ・育成が適切に行われてしヽる(

b

該当職務の職

特に調理担当
交通費は園で

員も含めて伝
する機会を与

田-2-(4)一① 
『
           

職の研修・育成につしヽて体制を整備
C

(コメント)

。実習生などの受け入れ体制は未整備であり、受け入れ実績も無い。
・保育に関わる専門職の研修・育成への協力|よ、保育園の社会的責務の一つであ
る。今後は、受け入れ姿勢を明確にし、マニュアル・プログラムの作成や指導者
への研修など、受け入れ体制を整備して受け入れの実現に向けた取り組むことを
望む。



-3運営の透明性の確保

I-3-(1)運営の透明性を確保するための取組が行われてしヽる。

Ⅱ-3-(1)一①  運営の透明性を確保するための情報公開が行われてしヽる。

。法人ホームページには、事業内容・企業理念・保育理念・会社概要・沿革など
を掲載してしヽる。今後は、法人の透明性・信頼性を高めるためにも、事業計画・
事業報告・財務諸表などを開示することを期待する。
・園のホームページには、保育理念・姉妹園・プロフィール・園の特色・入園案
内 。苦情解決内容を掲載してしヽる。今後は、「利用のてびき」に記朝してしヽるよ
うな、より詳ししヽ運営内容や苦情解決体制なども掲載して、さらに充実すること
を期待する。

(コメント)

正-3-(1)―②  追 も
かつ透明性の高しヽ適正な経営・運営のための取組が行われて

(コメント)

。「経理及び返金の取扱規程」に基づいてルールを職員に周知し、適正に処理し
てしヽる。園の収支を本部経理担当に報告し、確認してもらってしヽる。
。今後は、より公正で透明性の高しヽ適正な経営・運営のために、外部専門家の
チェック・指導を受けることを望む。

・４
原

一　
一

評価結果

地域との交流、地上或貢献

4-(1)地 i或との関係が適切に確保されてしヽる。

正-4-(1)一①  子どもと地域との交流を広げるための取組を行ってしヽる。    l   b

(コメント)

・園の玄関に、「此花区子ども 。子育てプラザ」「此花区ファミリー・サポー
ト・センター」「病児・病後児保育事業実施施設」などのパンフレットを置しヽて
保護者に案内している。
・地域の連携幼稚園と、2歳児同士が年3～4回、遊び・餅つき・クリスマス会
などで交流してしヽる。
・園児は近くの消防署を見学し、「子ども 。子育てプラザ」からレンタルでおも
ちゃを借りて利用してしヽる。
・今後は、地域の行事への参カロや、高齢者 。子どもとの交流、避難司|1練への参加
など、子どもと地域との交流の輪を広げることを期待する。

Il-4-(1)一②  掲 耗重
イノノ等の受入れ |こヌ]する基本姿勢を明確にし体制を確立

C

(コメント)

・ボランティアの受け入れ体制は未整備であり、受け入れ実績も無しヽ。
・ボランティアは、提供する倶」の社会参加・貢献に寄与し、受ける子どもにとっ
ても日常の保育で|よ得られない体験や知識・夢を得る機会である。また、学校の
体験学習などへの協力も、保育園の役書」の一つである。今後は、受け入れ姿勢を
明確にし、マニュアルの作成や担当者の設定など、受け入れ体制を整備して受け
入れの実現に向けた取り組むことを望む。



エー4-(2)関係機関との連携が確保されてしヽる。

I-4-121-①
麟 瑞 詔 諸

社会資源を明確に5丁寝話諦昨専覇百あ

(コメント)

・行政や子ども相談センターなど関係機関の連絡先表を作成し、職員間で共有し
ている。
・区の子育て支援会議から、気になる家庭の事例報告を月 1回受けてしヽる。
・家庭での虐待などが疑われる場合は、大阪市虐待ホットラインや此花区保健福
祉センターに速やかに通報できる体制を取つてしヽるが、今まで事例は無しヽ。

正-4-(3)地域の福祉向上のための取組を行つてしヽる。

|       ・地域の福祉ニーズなどに基づく公益的な事業・活動は行ってしヽなしヽ。
(コメント) 。今後|よ、保育園に関連する地域の福祉エーズなどの把握に努め、特に地域の子

育て相談や子育て支援にできる限り取り組むことを望む。

エー4-(3)一① 地域福祉のエーズ等を把握するための取組が行われてしヽる。

(コメント)

・地域福祉のエーズなどを把握するための取り組みは行ってしヽない。
・今後は、福祉サービスを提供する園として専門性を活かした取り組みで地域ヘ
の寄与等を検討するうえで、地域の民生委員・児童委員や関係機関・団体などと
の交流を通じて、地域の具体的な福祉ニーズなどの把握に努めることを望む。

El-4-(3)一② ま
切の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われてしヽ

に



評価対象 Ill適切な福祉サービスの実施

利用者本位の福祉サービス

Ill-1-(1)利 用者を尊重する姿勢が明示されてしヽる。

(コメント)

・園の運営方針の中で、「子どもの最善の利益や一人ひとりの人格を考慮し、権
利を守る」旨を明記し、全体的な計画に人権尊重を掲げ、園の自己評価と職員の
自己評価にも人権尊重の項目を設けるなど、子どもを尊重した保育を実践してしヽ
る。
・日常や毎月の職員会議で子どもの様子を共有し、子どもを尊重した保育を実践
できてしヽるかどうか振り返つてしヽる。
。日本語が不得手な外国籍の子どもには、のかり易しヽようにゆっくり話し、日本
人と同じように接するようbがけてしヽる。

皿-1-(1)―① 盛 て子 について共通の理解をもつための
行つてしヽる。

Ill-1-(1)一 ②  子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われてしヽる。

(コメント)

。子どもに関する写真や情報を公関する場合があることを保護者に伝え、同意書
を得てしヽる。同意の有無を全職員に周知し、同意が得られなかった子どもの写真
などが外部に漏れなしヽよう徹底してしヽる。
・子どもがトイレで排泄する時はドアを閉め、道路に面した園前のスペースで水
遊びする時は、周囲をネットで隠すなどに留意している。

Ill-1-(2)福 祉サービスの提供に関する説明と同意 (自己決定)が適切に行われてしヽる。

Ill-1-(2)一 ① 肥
希望者に文]して保育所選択に必要な情幸Rを積極的に提供して

・園の玄関と区役所に園のパンフレットを置しヽて案内してしヽる。
・期日を設定せすに見学に応じており、見学者は多しヽ。見学者には、パンフレッ
トを用しヽて説明し、質問などに困ってしヽる様子の人には、よくある質問を例とし

(コメント) て伝えることで、理解してもらうよう努めてしヽる。
。ロコミによって入園を決める保護者が多しヽが、選択する際の情報として園の
ホームページを工夫し、「利用のてびき」のような詳細でカラフル・ビジュアル
でのかり易しヽ内容にすることを期待する。

Ill-1-(2)一 ②  査
育の開始・変更にあたり保護者等 |こわかりやすく説明してしヽ

(コメント)

・入園時には、保護者面談や説明会を行しヽ、「利用のてびき」や重要事項説明書
を用しヽて丁寧に説明し、重要事項説明書の29項目につしヽて確認チェックをして
もらって同意の署名・捺印を得ている。

ぃ仔戻塞署徳雷墾奪雇ダ?長嬉畳論窒夏鰹露零戻雪万霞た暫皇塁蜃整に基豊ふぁ
れば重要事項説明書を改訂し、保護者一人ひとりに説明して渡している。
・漢字など日本語が不得手な保護者には、身振り手振りを加えて説明したり、文
章を読み上げて理解を促してしヽる。



皿-1-(2)一③
保
乱

にあたり保育 した対応を行っ

・提携施設に移行する予定の子どもの情報などは、必要に応じて先力に報告して
しヽる。他の保育施設などには、子どもの発達状況に応じて連絡してしヽる。
。当園での保育終了後|よ、しヽつでも相談に応じることを保護者に伝え、希望があ

(コメント) れば電話や直接会って相談を受けてしヽる。
・今後は、ヨ1継ぎ文書 (特に配慮を必要とする子ども)を作成し、保護者の了解
を得て移行先に情報提供すること、また、保育終了後の相談窓□を文書で保護者
に周知することを期待する。

=-1-(3)利
用者満足の向上に努めている。

する仕組みを整備し、取 を行つてしヽ

。年 1回保護者の個人懇談会を、年度末に保護者会を実施して、意見・要望を間
しヽている。また、年度末には利用者満足に関する保護者アンケートを実施して、
自由意見も記入してもらしヽ、具体的な良しヽ点・悪い点を把握し、園長の評価コメ

(コメント) ント (今後に向けての課題・目標)を記入して改善に取り組んでしヽる。
・園での夏祭りに保護者に参加してもらっているが、今後、保育参観や給食試食
会など参加する機会を増やし、実施後に行事等に特化したアンケートを実施して
利用者満足度と意見・要望を把握することを期待する。

1-(4)利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ill-1(4)一① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能してしヽる。

・重要事項説明書に相談 。苦情の受付担当者 (専門リーダー)。 解決責任者 (園
長)と運営責任者 (本き[長)を明記し、様疫な受付方法を記朝してしヽる。
・「苦情受付記録」と「苦情記録」に内容・対応 。改善策 (対策)を記入して解

(コメント) 決を図ってしヽる。ホームページに苦情内容と園の対応を掲載し、国内にも掲示す
ることにしてしヽるが、今まで事例|よ無しヽ。
・課題であった第三者委員を最近設置したが、それを含めた苦情解決体制をホー
ムページにも掲載し、園内にも掲示して広く周知することを期待する。

Ⅲ‥幻―②蘭ど。

Ill-1-(4)一
③

 暫 i護

者 か ら の に対して、組織的か に対応してしヽ

。「苦情対応規程」を作成し、様泉な機会に把握した保護者からの苦情や意見に

(コメント) 
ほち墨客り李圧ボ八5場壱零高著戸晏届

「
活讃讐誓堀暮貰招鼻ン 巻濯し薯言桶

員間で話し合つて保育の見直しや質の向上に取り組んでしヽる。

Ill-1-(3)― ①  奮ザ
羽者満足の向上

見を述べやすし 備し、保護者等に

。重要事項説明書に面談・文書・電話・メール・ ファックスなどの相談受付力法
を記載し、「利用のてびき」に電話・ファックス番号とメールア ドレスを記朝し

(コメント) 
墓讐苧ラ塀星智承菖塔暑筈覧年耗

送迎時・連絡帳・保護者懇談会・保護者会・保
談を間しヽてしヽる。

・保護者のプライベートな相談などは、子どもが居なしヽ時のO歳児室で間くよう
配慮してしヽる。



-5安 】断・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われてしヽる。

5卜① itti  苫 を目的とするリスクマネ】

。「危機管理マニュアル」「防犯マニュアル」や、食中毒・ B垂眠時・誤味・誤
飲・窒息・プール活動・水遊びの各泉に関する事故発生時対応マニュアルを整備
し、職員に周知してしヽる。
・法人のグループウェアを利用して、子どもの安b安全を脅かす各園での事例を

ニメント) 共有してしヽる。「事故記録簿」で園での事故・ヒヤリハットを本部に報告し、職
員間でも共有して、再発防止策を検討してしヽる。
・保健衛生・安全対策の研1うに年 2回参カロし、lb肺蘇生法やエピペン使用法の指
導も行つてしヽる。また、AEDを 設置し、玄関外にシールを貼って地1或住民に周
知してしヽる。定期的な施設の安全点検や不審者対応訂|1練も行つてしヽる。

時における子ども
整備し、取組を行つてしヽる。

=メ
ント)

=メ
ント)

。「感染症対策対応マニュアル」「新型コロナウイルス対策マニュアル」を作成
し、職員会議などで職員に周知してしヽる。昨年夏にはコロナ禍で一時休園とな
り、現在も濃厚接触の子どもが居るため、手洗しヽ・うがしヽ・消毒を徹底するな
ど、感染予防対策には気を配ってしヽる。
・夏季や寒季に流行る感染症につしヽて、法人共通の保健便りや手紙を保護者に配
付して注意喚起している。
・有料だが、園内で希望者にインフルエンザの予防接種を実施してしヽる。園内で
感染者が発生した時|よ、玄関のディスプレイで病名と主な感染経路と症状及び感
染者数を保護者に矢□らせてしヽる。

災書時における子
しヽる。

のための取組を組織的に

。「非常災書対策マニュアル」を作成し、年間の防犯・災書計画と避難訓練計画
を策定して、様泉な災書 (火災・地震 。津波・不審者・事故・脅迫電話)を想定
して月 1回討1練を実施している。高潮や津波時は、同ビルの上階に避難する了解
を得てしヽる。
・備蓄食品リストを作成して、水・食料 3日分を国内に備蓄し、防災グッズ明細
書に沿つて避難バッグ3つを用意してしヽる。また、避難確保計画や非常時書類
フアイルを作成して災書に備えてしヽる。
・日常のお迎え時に子どものヨ|さ渡し司1練を実施しているが、今後は、指定の避
難場所への避難訓線を実施する時にも、その場でヨ|き渡す訓練を行うことを望
む。



=-2電
祉サービスの質の確保

=-2-(1)提
供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立してしヽる。

=-2-(1)一
①遅
育につしヽて

・子どもの状態に合わせて、保育者の具体的な仕事内容・活動や役書」劣担などを
設定して、□頭や文書で伝えてしヽる。

(コメント) 。標準的な実施方法につしヽて文書化されてしヽなしヽため、保育の流れなどの見直し
が行われてしヽない。今後は実施力法を文書化して、保育内容を確認できる仕組み
の構築を望む。

=-2-(1)―
② 標準的な実施方法につしヽて見直しをする仕組みが確立してしヽる。
。現在の保育の進め方は、主に□頭によって職員間で伝達してしヽる。年1回保護
者アンケートを実施し、出された意見を参者にして保育の深化に努めてしヽる。

〔コメント) ・標準的な実施方法が文書化されておらび、見直しをする仕組みが確立されてしヽ
なしヽ。今後標準的な実施方法を文書化する際は、定期的な見直しを行うことを明
記することを期待する。

=-2-2)適
切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されてしヽる。

三-2-(2)①  アセスメントにもとづ<指導計画を適切に策定してしヽる。

。入園前には保護者の個人面談を実施し、子ども一人ひとりの状態に応じた指導
計画の基礎となる資料を収集し、園長が指導計画を立案する体制を取つてしヽる。

〔コメント) 。児童票を基に、子ども一人ひとりの指導計画を立案し実施してしヽる。送迎時の
話や連絡帳での記録を基に保護者の思しヽを受け止めて、保育の振り返りや評価を
行しヽ、指導計画の実効性を高めるよう努めてしヽる。

=-2-(2)―
② 定期的に指導計画の評価・見直しを行ってしヽる。

・月間・週間・個局」の各指導計画に「評価・反省の欄」を設け、職員会議で指導
〔コメント) 計画の評価 。見直しを行つてしヽる。

。今後|よ、指導計画を見直す手順を明確にして取り組むことを望む。

=-2-3)福
祉サービス実施の記録が適切に行われてしヽる。

どもに関する保育の実施
共有化されてしヽる。

・児童票の中に、保育の実施状況や子どもの発達の状態を記録し、課題などを明
'確にして保育を進めてしヽる。

〔コメント) 
と据雪零棋雪戸

日誌・週案などでの記録は適切に行われ、会議などでも話し合しヽ

。今後は、F9t員間の共有が円滑に行われるように、記録の仕方をより工夫し、さ
らに活用することを期待する。

王-2-(3)一② 子どもに関する記録の管理体制が確立してしヽる。

・会社として、個人情報保護に関する「プライバシーポリシー」を策定し、記録
の管理体制を確立してしヽる。

コメント) ・職員に1国人情報の保護につしヽて理解を促し、SNSへの掲載につしヽての同意書
を取つてしヽる。1国人情報の取り扱しヽにつしヽて保護者に書面で説明し、同意を得て
しヽる。

な実施万法が文書化され 供されてしヽ



見重福祉分野【保育所】の内害評価基準

上-1 保育内容

ムー1-(1) 全体的な計画の作成

・全体的な計画は、保育理念・保育方針・保育目標に基づき、子どもの1出身の
発達や家庭の実態に応じた内容になってしヽる。

(コメント) ぶ:恥答醤指基懇瞥ぁ茎雪津蘇嵩漢醤曾整「華ゴ最9セ屎悪言r半5種ほf鷲旨テ翼倉墨
なども考慮し、職員の意見も取り入れて見直し、より実態に即した内容とする
ことを望む。

・ビルの 1階部分全部を園として活用しており、床暖房を完備し、空調に留意
して温度湿度を適切に管理してしヽる。窓から外部が見えるが、カーテンを設置
してしヽて、中が丸見えになることは無いように配慮されてしヽる。

(コメント)  ・保育室を有効活用して、食事を取る場所は2歳児の部屋、B垂眠する場所は1歳
児の部屋とのけてしヽる。着替えは0歳の部屋で行しヽ、子ども達が心地良<過ごせ
るように、食事後のゆったりとした時間を確保して、絵本を読んだり簡単な遊
具で遊んだりして、昼寝タィムにスムーズに入れるように保育を進めている。

(コメント) 十雪畳云督暑猟雪倉畳岩営雪舌
屋省扇墾経窪品6だ震醤客窪畠3ぞ係2:1対

1

なしヽ年齢だが、優しく丁寧な言葉遣しヽで話しか
け、肯定的な言葉を遣って子どもの思しヽが汲み取れるように心がけてしヽる。

・日々の保育の中で生活リズムを大切にして、子どもの体調を配慮しながら食
事や排泄などに細か<気を配つてしヽる。
・子どもの思しヽを汲み取つて無理強しヽすることな<、 見通しが持てるように言

(コ メント) 葉を選んで接し、自劣からやろうとする意欲が育つように保育してしヽる。

含岳』景縁号「督書合雪倉骨禄
経藻岩是びに!展望響濯寮房摺種軍と高撃愚言
tり組みに期待する。

。子ども自らがおもちゃを取り出して遊んだり、子どもの遊びを誘発できるよ
うに、色々な遊具を準備してしヽる。

(コメント) も国覇凋塞塑隼実し誓際曾介
園によ<散歩に出かけ、それぞれの公園での遊び

・園児の年齢的な制約もあるが、地域の人との関りや表現活動などの取り組み
が進んでおらす、今後積極的に取り組むことを期待する。

A-1-(1)―①軸 勤圏 輛電泉星壁尉晶尋
づきヽ 子どもの心身の発達
な計画を作成してしヽる。

二-1-(2) 環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開

A-1-(2)―①ど蚕輩要望i巻世雀↓爆歎
して`子どもが心地よく過ごすことのでき

A― Hl― (2)一② て:個
とり

桔、理誘昇梧著予招:

A-1-(2)―④ を是望労掃ビ
ヨ三十本白匂に)古ヨD‐でき:,3靖豊1売
|する保育を展開してしヽる。

し、子どもの



岸1-(2)―⑥まど品誓げ尋&堪説雪整昌≧献
し
活阜彗     閣

(コメント)

A-1-(2)

・0歳児用の部屋があり、一人ひとりの状態に合わせて保育が展開できるよう
に、保護者と密に連絡を取つて、個展の応調に配慮しながら活動してしヽる。
・降園時には子どもの状態を保護者に孫日かく伝え、鼻水の状態や食事の様子な
どを丁寧に話し、保護者と思しヽを共有して保育を進めてしヽる。

3歳未満児 (1・ 2歳児)の保育におしヽて、養護と教育が一体的
―⑥ に展開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や力法に配慮
してしヽる。

。子どもをせかせることなく、個展の状態に合わせながら、十のな時間を確保
して保育してしヽる。
・子どもの気付きを大切にして遊びが展開できるように、職員が環境を整備し
て保育してしヽる。
・子ども同士の関わりが深まるように積極的に言葉をかけ、繋がりができるよ
うに保育してしヽる

一⑦ぢ鱈耽催選肇纂塁ン霊ズし漂菩     曜豪れるよ
(コメント) (該当しなしヽ)

(コメント)

A-1-(2)

A十 (2)③経隅辞ン毅鵠数
て生 る環境を整備し、保育の

・0歳児からの施設だがバリアフリーであり、身体的な配慮が財要な子どもにも
対応できる環境である。

がパ曇鰭ら晏言磐乗呂垂慶ふ擬蟹2録唇お濠塑居暫塚属琶!□
予定しており、障

。開設以来、障がしヽのある子どもを受け入れた経験がなく、今後の取り組みに
期待する。

(コ メント)

(コメント)

A-1-(2)

境を整備 し、

・子どもの保育園での生活時間の長さを考慮して、ゆったりと過ごせるように
部屋を誉えるなどしながら保育室を確保し、必す職員2人体制で保育するなど配
慮してしヽる。
・□頭や連絡ノート・伝達ノートなどを活用して職員間で]1継ぎ、一人ひとり
の子どもの状態に合わせて過ごせるように、保育内容を者えて提供してしヽる。

⑩蛍弓籍繁亀ィ薪襴 習
魅

(コメント) (該当しなしヽ)



上-1-(3) 健康管理

A-1-(3)―① 子どもの健康管理を適切に行つている。

(コメント)

。子どもの体調変化や怪我などにつしヽては、保護者から丁寧に関き取り、園で
の様子を密に報告して取り組んでしヽる。
・SIDS(乳幼児突然死症候群)に関する知識を職員に周矢日し、O歳児は5劣毎、
1・ 2歳児は10の毎に午3垂チェックを行しヽ、タブレットに記録し活用してしヽ
る。
・来年度からSiDSにつしヽても重要事項説明書に記朝し、保護者を啓発するよう
取り組みを進めてしヽる。

A-1-(3)―② 健康診断・歯科健診の結果を保育に反映してしヽる。

(コ メント)

。年2回の内科健診と年1回の歯科検診の結果を、園手作りの健康ノートに記朝
して保護者に伝えている。 2歳児の年 1回の検査も法人負担で実施しており、

言暑忌母昂昌民母雷督≧唱忌唇雷督暑彗営君告畳者督暑哲暑暑岳暑]宮亨喜と
~③子発鱒落融隅 穐景

子
A-1-(3)

(コメント)
。「食物アレルギーマニュアル」を策定してしヽるが、アレルギー疾憲を持つ子
どもの在園経験がなく、今後適切な文]応を行うための体制構築を望む。

二十1-(4) 食事

A-1-(4)―① 食事を楽しむことができるよう工夫をしてしヽる。

くコメント)

・月 1回のクッキングの日と年4回の食育の日があり、子ども達が季節の野菜や
果物に触れる機会を持つように計画して取り組んでしヽる。
・栄養士が中心になって子ども一人ひとりの喫食状況を確認し、離乳食の進み
具合や個別の対応が隊要な子どもへの食事につしヽて、家庭と連携して取り組ん
でいる。

A-1-(4)
―②ど。

おしヽしく安bして食ベ を提供してしヽ

(コメント)

・調理員が毎日、近隣のスーパーなどで食材を買い出し、調理のマニュアルを
基に、安全で安心して食べられる食事の提供に努めてしヽる。
・法人統一の献立だが、季節を感じられる食事を工夫し提供してしヽる。
・個居」対応が必要な子どもは、栄養士が毎月事前に保護者に確認し、「給食提
供許司書」をもらつてしヽる。



二-2 子育て支援

A-2-(1) 家庭との緊密な連携

A-2-(2)保 護者等の支援

IA-2-(2)一① 保護者が安1出して子育てができるよう支援を行つてしヽる。

(コメント)

ぅ経〒戻峯署だ望塚秦雪藩銘品唇岳示岳宅ほ査Pヽ
体調や育ろを共有できるよ

喜ど潟僧経富昌彊燥暦署喬摺Pく
伝えて、医療機関の受信の助言を行しヽ、保護

内容毒霊斜む零|こ届豊基深尋霜焦辱き習晨塙ゐ層薬菌≧葛!｀
るが、今後は相談

(コメント) :宮骨景曇:言言1督告稔誉暑雷督樹喜置君を害;暑言母音器』営信督岳篭皇
ぃ承俸雪ぁ課号給縁塑堕密ダ

を実施すると共に、早期発見・早期対応を話し合

一-3保 育の質の向上

(1) 保育実践の振り返り (保育士等の自己評価)

A-2-(2)一②濡護話ン播誘香詔昂ご堰蓄誕i景啓lの
ある子どもの早期発見・早期対

(1)一①
暮唾誕嘉発展蛋習蓬

旬に保育実践の振り返り (
事門性の向上に努めてしヽる。

己言平1面 )を

(コメント)

・職員は年2回自己評1                         性
の向上に努めてしヽる。
姉妹園と互しヽの保育状
にも活用できるように
。研修は、正規職員のみに実施されており、園全体の質の向上のためには、非
正規職員に広げてしヽく努力を望む。

A-2-(1)一① 子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行ってしヽる。

(コメント)



評価結果

(コメント) 官民  自昆:旨島農::S::昌SIIIII  IIIIIIliユ FI

1  浮



妻査つ概要

キングダム・キッズ春日出保育園に通園させてしヽる保護者

保護者 16名  / 児童数 16名

保育園には、利用してしヽる保護者の世帝ごと、登降時を利用し受取人払い
の封書を添えてアンケート用紙の手渡しを依頼した。回収には、保護者の便白 え 圃 ぬ  臼 J― !+_、 .- 1… … 1 -一 ―宣を図り、園にはアンケートポストを用意してもらしヽ、厳封された回答を入れてもらえる準備をお願しヽし、また直接郵便で機関に送ることも司能であることを伝えてもらった。

利用者(保護者 )への間き取り等の結果

奎 力 法

士=雪への間き取り等の結果 (概要)

‐
==1アンケート16通を配付 うち15通回収 回収率94パーセント
こ
=こ
登1000/。は 6項目

|三昌昌′豊暑思
「督垢ョ母暑ぞ昌8督雪醤ふ呂ぢ事し詔塚ダ

ありましたか。
見て、子どもを預けることの不安が軽減しま

1言言唇桝言活言告雷栗雪雪静ヽ景畳召得号暑』8曾需ぞ景畳]岳Fつ
てし`ますか。

:=モ受9oO/。以上は 2項目
て`、「園だより」、「クラスだより」等を

、園や家庭での子どもの様子につしヽて

:=こ 章800/。以上は 3項目

倉昌3S済暑畳[]融暑F冒冒昌雷富冒帰暑寅奮害Eぶ黎墓墨宇惑ン
たか。

てしヽますか。

i〒 こ章700/。以上は 1項目｀

子朝
家庭のこ

官

につしヽて本目談した内容が、他人に漏れてしヽたとしヽうょぅな経験は

≡三記述の主な内容は

宣&丁
寧、話しや現卜・っ

えてくれる。

三:嬰罵塔塞留騒塞客彊尋岳響晨じ高肝
しい。(反達関係、遊び、出来不出来)


